











































































































　2015 年 9 月から 12 月
２）調査対象

















































回答した（全 105 回答）。内訳は 3）42％，2）38％，1）
6％，4）7％，5）2％ の順で，「3）仲間はずれ」と
「2）いやがらせ」が特に多かった。



















































































































Table 1  各尺度得点のα係数，全体および男女別平均値と標準偏差
α 係数
全体 （N=117） 男性 （N=31） 女性 （N=86）
  t値
Mean SD Mean SD Mean SD
いじめの影響
　情緒的不適応 .87 1.96 .49 2.02 .43 1.94 .51 0.71
　同調傾向 .82 2.42 .59 2.44 .53 2.42 .61 0.14
　他者評価への過敏 .79 2.75 .66 2.66 .63 2.77 .67 -0.92
　他者尊重 .85 3.09 .49 2.97 .57 3.14 .45 -1.70
　精神的強さ .68 2.70 .58 2.64 .66 2.72 .56 -0.51
　進路選択への影響 .77 1.74 .75 1.85 .89 1.70 .69  1.00
援助要請スタイル
　援助要請自立型 .72 2.77 .60 2.71 .65 2.80 .58 -0.69
　援助要請回避型 .89 2.08 .77 2.43 .88 1.96 .69  2.67*
　援助要請過剰型 .91 1.32 .45 1.06 .38 1.41 .44 -4.00














































情緒的不適応 -.10 .19* .03
同調傾向 -.05 -.01 .09
他者評価への過敏 -.01 -.12 .25**
他者尊重 .26** -.19* .30**
精神的強さ .13 .00 .09
進路選択への影響 -.10 .16 .01





情緒的不適応 -.01 .29* -.05
同調傾向 -.05 .03 -.14
他者評価への過敏 -.09 -.26 .28
他者尊重 .36** -.24 .29*
精神的強さ -.03 .17 -.12
進路選択への影響 -.14 .13 .06
重決定係数 .11* .15** .13*
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資料①：過去のい る質問内容  
 
1 . あなたは小学校から今までに，いじめられた  (被害者 )  経験はありますか？  
以下のあてはまる番号一つを選んで，○で囲んでください。  
1)  ない           ➡  質問 2. からお答えください  
2 ) ある           ➡  以下にお答えください  
1 -2 .  いじめられた時期や学年  (年齢 ) はいつ頃ですか？  
あなたが最も印象に残っているいじめられた体験について，  
以下の時期にあてはまる番号一つを選んで，○で囲んでください。  
また，その時期の学年  (年齢 )  もわかる範囲で記入してください。  
1)  小学校         学年（年齢）：             
2)  中学校         学年（年齢）：              
3) 高校          学年（年齢）：              
4) 大学          学年（年齢）：              
1 -3 . いじめられた内容  (方法 ) は主にどのようなものでしたか？  
以下の内容  (方法 )  にあてはまる番号すべてを〇で囲んでください。  
※  5) その他を選択した場合には，その内容をわかる範囲で記入してください。  
       1) 暴力  (身体的暴力・持っているものを壊されるなど )  
2) いやがらせ  (ことばでの冷やかしや悪口，しつこいふざけなど )  
3) 仲間はずれ  (無視・口をきかない・きたながるなど )  
4) 脅しや命令  (使い走り・嫌なことをやらされるなど )  
5)  その他  (内容：                         )  
1 -4 .  いじめられた時，そのいじめに対して主にどのように対処をしましたか？  
以下の対処にあてはまる番号すべてを〇で囲んでください。  
※  8)その他を選択した場合には，その内容をわかる範囲で記入してください。  
       1) 何もしないでいじめられるままになっていた  
2) 家族に相談した  
3) 先生に相談した  
4) 友人に相談した  
5) カウンセラーや相談員に相談した  
6) 自分だけで反撃した  
7) 逃げたり学校を休んだりした  
8) その他  (内容：                         )  
1 -5 .  1 -4 .のいじめへの対処の結果，どのように変化しましたか？  
以下の項目にあてはまる番号一つを選んで，〇で囲んでください。  
         1) 前よりひどくなった        2) 変わらなかった  
3) 少しよくなった       4) かなりよくなった  







1 -5 .  いじめられた体験後，何らかの体調の変化はありましたか？  
  以下の項目にあてはまる番号一つを選んで，〇で囲んでください。  
1) 大した影響は受けず，体調にも時に変化は起きなかった  
2) つらかったが，それほど体調が悪くなるようなことはなかった  
3) つらくて，時々  (1 週間くらい ) 体調が悪くなることがあった  
4) とてもつらくて，長い間  (1 週間かそれ以上 ) 体調が悪くなる  
ことがあった  
 
2. あなたは小学校から今までに，いじめた  (加害者 )  経験はありますか？  
 あなたが最も印象に残っているいじめた経験について，  
以下のあてはまる番号一つを選んで，○で囲んでください。  
1 )  ない          ➡  3 .いじめに関する質問にお答えください  
2 ) ある          ➡  以下にお答えください  
2 -1.  いじめたのはいつですか？  
あなたが最も印象に残っているいじめた経験について，  
    以下の時期にあてはまる番号一つを選んで，○で囲んでください。   
また，その時期のあなたの学年  (年齢 )  もわかる範囲で記入してください。  
1)  小学校     学年（年齢）：             
2) 中学校     学年（年齢）：              
3)  高校      学年（年齢）：              
4) 大学      学年（年齢）：              
2 -2. いじめた内容  (方法 ) は，主にどのようなものでしたか？  
以下の内容  (方法 )  にあてはまる番号すべてを〇で囲んでください。  
※  5) その他を選択した場合には，その内容をわかる範囲で記入してください。
       1) 暴力  (身体的暴力・持っているものを壊されるなど )  
2) いやがらせ  (ことばでの冷やかしや悪口，しつこいふざけなど )  
3) 仲間はずれ  (無視・口をきかない・きたながるなど )  
4) 脅しや命令  (使い走り・嫌なことをやらされるなど )  
5)  その他  (内容：                         )  
 


























    自分は無力だと感じるようになった
    誰にも親しみの感情がわかなくなった
同調傾向 (7項目)
    相手の考えや意見に合わせるようになった
    自分の考えや意見を言うのを抑えるようになった
    目立たないようにしようと思うようになった
　あたりさわりのないよう人と付き合うようになった
　人と違ったことはしないでおこうと思うようになった
    自分が不利になりそうなことには関わりたくないと思うようになった
    みんなと同じようにしようと思うようになった
他者評価への過敏 (5項目)
    人と常に親密な関係でいたいと思うようになった
    人からどのように思われているのか気になるようになった




    人に思いやりを持って接するようになった
    相手の気持ちや立場を考えながら自分の意見を述べるようになった
    人の心の痛みが分かるようになった
　自分の気持ちや考えを相手に適切に伝える努力をするようになった
　相手の意見も尊重しながら自分の意見を述べるようになった
    自分がされて嫌なことは人にしなくなった
    友人を大切にしようと思うようになった
    困っている人を助けたいと思うようになった
精神的強さ (5項目)
    自分の人生を切り開いていく自信がついた
    我慢強くなった




    将来の職業選択に影響を与えた


















































B.Edu.Health Sci.UG Univ. vol.10, 31-41, 2018 Original Article  
Abstract
Study on Request for Support of University Students:
Focusing on the Influence of Past Bullying Experience
Koichi  KANEKO
Faculty of Child Development and Education , Uekusa Gakuen University
In this research, a questionnaire survey on past bullying experience was conducted on 117 university students (male: 
31; female: 86). In Study I, we reviewed past bullying experiences and investigated the relationship between bullying 
circumstances at that time and request for assistance. Results showed the rate of those who had been bullied to be 
relatively high at 60% while that of individuals who ha bullied others to also be relatively high at 40%, and it was clear 
that among those who had been bullied, 20% experienced negative health effects as a result. In addition, of those who 
had been bullied it was shown that 15% did not request aid. Therefore, in Research II, we examined the influence of 
past bullying in the long term and examined how the influence of past bullying affected current university student help-
seeking behavior. Results suggested that the negative effect of bullying, “emotional maladjustment,” influences the 
help-seeking avoidance type behavior, while the positive effect, “respect for others,” is a significant positive influence 
on both help-seeking autonomous type behavior and excessive type behavior.
　Keywords: past bullying experience, university student, influence of bullying, help-seeking

